
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

 当第２四半期連結累計期間において、景気の減速感が強まる中、企業がIT投資を抑制する傾向が顕著になっており、当社グループの
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年5月8日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,400 510 510 185 2,988.79

今回発表予想(B) 6,472 281 273 93 1,502.47

増減額(B-A) △928 △229 △237 △92 ―――

増減率(%) △12.5 △44.9 △46.5 △49.7 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

5,267 492 507 209 3,381.75

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,000 1,210 1,210 526 8,497.85

今回発表予想(B) 14,400 850 850 365 5,896.80

増減額(B-A) △1,600 △360 △360 △161 ―――

増減率(%) △10.0 △29.8 △29.8 △30.6 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

11,612 1,099 1,145 525 8,499.00

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,000 490 490 220 3,354.23

今回発表予想(B) 5,089 257 254 122 1,970.98

増減額(B-A) △911 △233 △236 △98 ―――

増減率(%) △15.2 △47.6 △48.2 △44.5 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期） 5,267 496 510 211 3,420.10

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,500 1,140 1,140 560 9,047.14

今回発表予想(B) 11,700 840 840 435 7,027.69

増減額(B-A) △1,800 △300 △300 △125 ―――

増減率(%) △13.3 △26.3 △26.3 △22.3 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

11,620 1,130 1,173 548 8,868.50
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顧客においても案件規模を縮小したり、発注の意思決定を先送りするケースが増加しております。また、全体のパイの縮小により他社との

競合が一層激化しており、利益率が低下する傾向も認められます。これらの影響により、売上高が当初の予想を下回る見通しです。また

売上高の減少により、営業利益・経常利益・四半期純利益につきましても、当初の業績予想を下回る見通しです。 

 セグメント別の状況は以下のとおりです。 

 プロダクト・インテグレーション事業では、主な主力商材の販売は堅調に推移しました。子会社のクロス・ヘッド株式会社ならびに沖縄クロ

ス・ヘッド株式会社につきましては、ネットワークインフラの保守/運用/監視などの請負業務が順調に推移しました。 

 カスタムメイド・ソリューション事業では、継続取引先とのビジネスは概ね順調に推移しましたが、金融パッケージ等の商談が長期化する

傾向が出始めました。 

 パッケージ・ソリューション事業では、医療ソリューション分野において、順調に受注を積み上げたものの、競合他社の積極的な価格攻勢

により採算が悪化しました。CRM分野では、新規顧客向けの商談が長期化したことにより受注の取り込みが遅れ、売上を伸ばすことが出

来ませんでした。 

 第３四半期以降においても、同様のビジネス環境が続くものと予想されることから、通期の業績予想についても修正いたしました。 

  
以 上
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